
バスバー技術はフラットであるという事だけ
ではない
内燃機関から電気自動車へのシフトの急加速は、自動車アーキテクチャーの再創造をもたらして
います。OEM は、アーキテクチャーの変化は、電気アーキテクチャーの基本的な構成要素に至る
まで、自動車全体のコンポーネントを最適化する大きなチャンスだととらえています。

その革新の精神は配策自体にも及んでおり、OEM は、従来のケーブルよりも多くの電力を伝送し、
車内のスペースを最大限に活用できる代替手段として、バスバーと呼ばれる平らな導体に着目して
います。同時に、車両の組み立てが大幅に自動化され、コスト削減と安全性の向上が実現されます。

バスバーには多くの利点があるにもかかわらず、いくつかの制限もあります。革新的なソリューショ
ンによってこれらの制限に対処することで、OEM は次世代の電気自動車のため優れた基礎を構
築できます。
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異なるアプローチ

1 世紀以上にわたり、丸形状のケーブルはほぼすべての
電気接続の基礎となってきました。その成功の鍵は柔軟
性にあります。コーナーなどの障害物を避けて曲げる
ことで狭いスペースに配線でき、両端にコネクタがある
ため簡単に取り付けることができます。このような利点
は、自動車の電気アーキテクチャーにも及んでいます。
しかし、いくつかの要因から、特定の用途でケーブルの
代わりにバスバーと呼ばれる導体を選択する OEM が
増えています。

バスバーは電流を運ぶために使用される硬い金属製の
棒です。バスバーは一般に銅またはアルミニウムででき
ており、硬く平らで、ケーブルより幅広いものの、高さは
最大で 70% 低くなっています。また、同じ断面積でケー
ブルよりも多くの電流を運ぶことができます。これらの
特徴から、バスバーは電気自動車 (EV) の一部の高電圧
接続に最適であり、将来の自動車の電気アーキテクチ
ャーの重要な構成要素となります。

バスバーの原動力

バスバーの採用を牽引する第一の要因は、現代の車両
内のスペースが不足していることです。自動車のすべて
のセンサー、作動装置、電気/電子機器には、電源やデー
タ回線、付随するパッケージング スペースが必要です。
バスバーはケーブルほど高さがないため、薄型の配策
をすることで、他の電気機器を設置するスペースを残し
ます。また、ケーブルが曲がるよりも急な角度で正確に
成形できるため、車両の輪郭にぴったりとフィットするこ
とが可能です。

2 つ目の要因は自動組み立ての必要性です。自動車の
組み立ての多くは自動化されているものの、ハーネス
の組付けは依然としてほぼ手作業です。ケーブルが広
く普及することとなった特性である柔軟性により、ロボ
ット アームがワイヤ ハーネスを持ち、車両に正しく配置
することが非常に難しいのです。一方、硬いバスバーを
所定の位置に移動させるのは、ロボットにとってはるか
に簡単です。

自動組み立ては、人件費が低く、高い品質を実現しま
す。また、EV は高電力で動作し、組み立て作業者が大
電流にさらされる可能性があることから、安全性にも優
れています。

採用を牽引する 3 つ目の要素は、バスバーはその形状
からより多くの電流を運ぶことができることです。OEM 
は、充電時間を短縮するために EV のバッテリーへの
電力を増やす方法に注目しています。バスバーは、同じ
断面積でケーブルよりも最大 15% 多くの電力を供給で
きます。

さらに、バスバーはケーブルよりも表面積が大きいた
め、全長にわたって効率的に熱を放散させることができ
ます。これは、OEM が電力レベルを増やす方法を模索
する中でもう 1 つの利点です。

「その革新の精神はケーブル自体にも及ん
でおり、OEM は、従来のケーブルよりも多く
の電力を伝送し、車内のスペースを最大限
に活用できる代替手段として、「バスバー」と
呼ばれる平らな導体に着目しています。同
時に、車両の組み立てが大幅に自動化さ
れ、コスト削減と安全性の向上が実現され
ます」
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課題

このような各要素により、バスバーは魅力的な選択肢
ではありますが、広く使用されるためには越えなければ
ならないハードルがいくつかあります。

コネクタ

ケーブルには、コネクタを簡単かつ確実に差し込み、ロ
ックし固定し使用するという、長く豊富な歴史がありま
す。一方、これまでほとんどのメーカーはバスバーを固
定するのにボルトを使用してきました。

ボルトも機能を果たしますが、いくつかの欠点がありま
す。ボルトはコネクタに比べて取り付けに工具と労力を
必要とし、OEM はボルトを確実に固定するためにボル
トに加わるトルクを管理する必要があります。また、メー
カーは電気部品間の短絡の可能性がある為に、緩む可
能性のある金属接続部の使用を避けようとしますが、ボ
ルトはその対処が必要なひとつの部品となります。

多くの高電圧インターコネクションシステムと同様に、
標準的なインターフェイスは業界でまだ開発されていま
せん。しかし、私たちは理想的なコネクタというのは、
不慮の接触を防ぐためのフィンガーセーフが考慮されて
おり、微摺動摩耗による劣化を最小化し、位置公差を許
容することが必要であることはわかっています。Aptiv 
は、バスバーを所定の位置に固定するため、熱で緩ま
ないステンレス製のスプリングを使用してこれを実現す
る、プラグ式メス端子とオス-オス バスバー コネクタを
開発しました。

柔軟性

バスバーに一定の柔軟性を持たせることが必要な状況
がいくつかあります。バスバーの剛性が高すぎると、製
造公差により端部の接続が難しくなることがあります。
また、剛性が高いバスバーは熱膨張や振動の点で弱く
なっています。

このような理由から、OEM はバスバーに柔軟な部分
を追加して、その利点を維持しつつ、ある程度の動きを
可能にする方法を探しています。このような部分は、端
子端またはバスバーの中間のいずれかに設けることが
できます。

1 つの方法は、バスバーの一部を編組で置き換えること
ですが、平らな構成は維持できるものの、自動組み立て
には柔らかすぎる可能性があります。

もう 1 つの方法は、バスバーの一部を薄い導電性の材料
の薄板へ置き換え、薄板を積み重ねることです。このアプ
ローチでは、一方向に限定的な柔軟性が得られます。

シールド

あらゆる電気および電子機器と同様に、バスバーに流
れる電気は電磁放射を発生させ、車両内の電子機器に
干渉するおそれがあります。バスバーが進化を続ける中
で、シールド方法も進化する必要があります。

バスバーのシールドは、ケーブルのシールドと同様に、
編み込んだ金属被覆をバスバーの周囲に巻き付けて
使用します。このアプローチでは、ケーブルよりも薄い配
策や優れた熱放散といったバスバーの利点を保ちなが
ら、干渉を最小化できます。
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全体像

今日、バスバーは、現代の EV におけるバッテリー セル 
モジュール間の短い距離をつなぐバッテリーインターコ
ネクトとして、すでにその価値が実証されています。この
限られた分野でさえも、振動を吸収し交差を許容する
ための、ある程度の柔軟性が必要です。

バスバーがバッテリー以外にも使用されるようになる
につれて、OEM は電気/電子アーキテクチャー全体と
しての関連を考慮し、設計を決定する必要があります。
このアーキテクチャーの設計では、バスバーを使用す
るかどうか、配置場所、他のコンポーネントとの接続方
法、シールドや柔軟性の追加場所を決定することにな
ります。

Aptiv には、革新的で信頼性の高いハーネスとコネクタ
を作ってきた長い歴史があります。ハーネスとコネクタ
の両方を熟知している当社は、OEM の困難な課題を
解決するためのコンポーネントを設計する方法を熟知
しています。

最も重要なこととして、当社はこれらのコンポーネント
が完全な車両アーキテクチャーの一部であると考えて
います。バスバーは将来の自動車を見据えた Aptiv の
スマートビークルアーキテクチャー™ のビジョンにとっ
て不可欠です。これは、バスバーと、モジュール式ゾーン 
アーキテクチャーおよび当社の Dock & Lock™ コネク
ション システムを組み合わせたものであり、設計全体を
シンプルにし、より自動化された組み立てを可能にしま
す。これらを組み合わせたものが、次世代の電気自動車
の基盤となる技術です。

APTIV  バスバー

プラグ式メス端子 — 非接
続時にフィンガーセーフ

モジュール間コネクションシステムの例

フィンガーセーフなモ
ジュール側端子
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詳細については、APTIV.COM/E-MOBILITY  をご覧ください →
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http://aptiv.com/e-mobility

